
〔論文〕

「資金計算書上のミ資金、概念の歴史的考察」

一ユ925年の論争を中心に一

中　　村　　　　宏

1　は　じ　め　に

　資金計算書論において最も重要でかつ基本的なことは目的との関辿でr資金」の内容を決定する

ことである。けだし，そのことは書己録の対象となる資金収引を決定するからである。ところが，ア

メリカの資金計算書史にあって，「資金」の内容は狭義の現金から広義の総資産あるいは経済灼資

源までの多くの意味に理解されてきた。このことは，資金計算書が第三の財務諮表として制度化さ

れるに至った公認会計士協会（以下，AICPAと略称す）．の会計原則審議会の恵見書第19号の勧告

に象徴されている。けだし，意見書第19号によれば，資金計算苫あるいは財政状態変動計算書が財

政状態のすべての変動を包括するため，「資金」は現金あるいは運転資本を中心とする「ひとつの

広い概念」である1〕。

　このような意見書第19号の資金計算書の表題ならびに「資金」用語の内容に関する勧告は長い進

化の過程を経たひとつの妥協の産物である。

　したがって，本小論は，その妥協の淵源を明らかにするため，資金計算書を「資金」の内容を中

心に歴史的に考察することを目的とする。ところが，その歴史は長く，かつ関辿する文献の数は枚

挙にいとまない。したがって，このたびは，公認会計士協会による資金計算書の第一次啓蒙時代皇〕

に行なわれたエスケレ（Pau1－Joseph　Esquerr6）とフイニー（H．A．Fimey）の論争を中心に考

察する。

2　コール（W・M・Co1e，1908年一1921年）3）の「資金」用語と「Whem－gOt

・Where－g㎝e表」

　コールが最初に債務返済能力の変動分析に資するために作成した資金計算書は「貸借対照表に表

示される取引の概要表」summary　of　transactions　as　shown　from　balance　sheetであり，通常

それは「Whefe－got－Where－gone表」と呼ばれている。そこでは，かれは資産の減少と負債・資

本の増加すなわち資金の源泉を「Where　got　or　Receipts　or　Credits」と呼び，資産の増加と負

債・資本の減少すなわち資金の連用を「Where　gOne　Or　Expenditures　or　Debits」と呼んだ4〕。
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つまり，かれは資金計算書の表題や副題には「資金」を表現するための特定の用語を使用しなかっ

た。したがって，資金が何であるかは表題と副題からは判断することができない。しかし，われわ

れが先に考察したように5〕。かれは諸勘定科目の背後にrあるもの」somethingの存在を仮定し，

諸勘定科目の変動はその「あるもの」の動き（源泉と連用）を反映する，と考える。たとえば，

「資産勘定reSOurCe　aCCountの減少は，’’あるもの’’が当期中にこの勘定から引き出され他のどこ

かへ支出されたことを示す」6〕すなわち，かれがユ908年に著わした最初の著『全計学一その構造と

解説』ん6ωπfs，τゐ〃C0〃sオ伽伽〃α〃∂∫〃f的r肋肋〃，ユ908では，r資金」を表現するための用語

とその内容は「あるもの」である。しかし，特にその内容は不明確である。ところが，幸いこの

「あるもの」が資源resourcesあるいは資産であることが，かれが1910年に著わした第二の著r会

計と監査』ル60吻f加9伽∂λ洲脇91910において作成した「当期中の取引の概要表」summary　of

transactions　for　the　yearの副題に明言己された。すなわち，かれは資金の源泉を「Uti1izationOf

肋so〃σθ∫」と呼び，資金の運用を「DispositiOn　ofAssets」と呼んだ7〕。つまり，かれによれば，

「資金」を表現するための用語は「reSourCeS」であり，その内容もまた資源あるいは資産である。

　コールに対し，1916年と1918年に著わした『会計学原理』丹加ψ1召∫0∫ん60吻脇g1916．1918

においてコールと同じ構造の資金計算書を作成したペィトンとスティブンソン（Paton，W，A．and

R・A・Stevenson）は，特定の表糧を付さず，しかも副題においては，資金の源泉を「Sources　frOm

which　Assets　were　obtained」と呼び，資金の運用を「Uti1ization　of　the　Assets」と呼んだ。

ところが，その説明に際し，かれらは「funds」用語を使用したのである。たとえば，「当期中にお

ける資産の減少は資金力”∫が他の目的のためにユ叉得されたことを意味する。」呂〕この説明は前述

したコールのもの（注6）と全く同じである。したがって，かれらは「資金」を表現するために

「funds」用語を使用した。そして，その内容はコールと異なるものではなく資源であり，資産であ

る。けだし，当時の会計特別用語委員会の資産の規定をみても，資産は通貨moneyあるいは価値

に転換しうる資源reSourCeSである9〕。とはいえ，何故かれらが「資金」を表現するために「re－

sources」用語ではなく「fmds」用語を使用したのか？という疑問はぬぐいさることはできないm〕。

　さて三度，コールは1921年に著わした第三の著『会計学の基礎理論』η昭F伽∂α舳肋1∫oアん一

c㎝〃伽g1921において従来のものと同じ構造の資金計算書を作成した。しかし，表題と副題は従来

のものとは異なっている。すなわち，かれは「貸借対照表の変動表」summary　of　balance－sheet

cha㎎esという表題を付し，資金の源泉を「SOurce　of吻1〃召∫」と呼び，資金の運用を「App1ica－

tion　of吻肋s」と呼んだH〕。つまり，「資金」を表現するための用語とその内容が「resources」

から「Va1ueS」へ変更されたのである。しかし，かれはその変更理由を呪記しなかった。推察する

に，その理由は，1921年の著害では，前述した会計特別用語委員会の資産規定にみる価値的側面が

資産の説明において強調されていることにある1別。とはいえ，何故かれが資産の説明においてその

価値的側面を強調したのか？　と言う疑問はぬぐいさることはできない。

　つまり，コールは，「資金」を表現するための用語として，「somewhat」から「resources」さら

に「ValueS」へと変更し，その内容もまた「reSOurCeS」から「ValueS」へと変更した。しかし，
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それらの変更は作成された計算書がいづれも資金計算書としての実質的な変更を指示するものでは

なかった。したがって，「reSourCeS」と「Va1ueS」とは同義語として取り扱われていることが理解

できる。そして，ペイトン・スティブンソンは「Where－9ot・Where－9one表」に「funds」用語を

適用し，「reSOurCeS」用語と「fundS」用語とが同義語であることを示唆した。

3　「S伽dellts’De脾尚meIlt」の非公式な解答（1919年一1922年）による

　「fmds」用語と「資金運用計算書」の選好

　！921年からさかのぼること約2年，AICPAの試験問題は1919年11月に次の問題を出題した。「次

のABC社のユ9ユ7年12月31口と19ユ8年12月31日の比較貸借対照表から，当期中に実現した資金とそ

れらの処分を示す簡潔な計算書short’statement　showing　theヵκゐrealized　during　the　year

and　the　disposition　made　thereofを作成せよ。」この問題に対する非公式な解答として，当時

「ジャーナル・オブ・アカウンタンシー」誌の「Stuすents’Department」を担当していたワルトン

（Seymour　Wa1ton）は同誌1920年5月号の同欄に「資金運用計算書」statement　Ofapplication　of

カηゐを作成した。その際，かれは資金の源泉を　「Funds　provided」　と呼び，資金の運用を

「Which　were　applied　as　follows」と呼んだ13〕。そして，1921年5月には，「次の資料（比較貸借

対照表と剰余金勘定surp1us　accOuntの変化の説明書等・・…・中村）から，資源とそれらの運用に

関する計算書statement　of㈱o〃α∫and　their　apP1icationを作成せよ。」という問題が出題さ

れた。この問題に対し，1920年5月号ではワルトンのアシスタントであったフイニーは，1921年7

月号では担当者として独立し，非公式な解答として，前任者・ワルトンと全く同じ「資金運用計算

書」を作成した14〕。

　さらに，ユ922年5月の試験は次のような内容の問題を出魑した。　｝当祉は必要な特殊材料を自給

自足する事情となり，そのための新規プラント，機械および充分な原材料の購入を決定した。この

資金繰りのためtO　help　finance，当社は手形を担保に銀行から19ユ9年度に25，O00ドルと1920年度

にユ75，000ドルの短期融資を受けた。当年度の決算日になって，銀行は，融資額の大部分が固定資

産に投資されているのだから，抵当付社債mOftgage　bondを発行して手形を迎えるぺきである，

と提言した。しかし，当社は現状ではその短期借入資金は当座の活動current　operationsの資金

financingとなっていると考える。そこで当社は，二時点の連続せる貸借対照表と付帯資料から，

銀行に提出すべき当社の見解を支持する計算書と付帯説明文を作成するよう，諸君に期待する。”

このような矢、工舳皆入資金の運用を説明する間題に対し，フイニーは前回と同様に「資金運用計算

書」を作成し，当期純利益が充分に資本的支出をまかない，融資額は当座の活動の資金となってい

る説明文を付け加えた15〕。

　つまり，r資金」を表現するために，1919年11月の試験問題は「fmds」用語を使用したのに対

し，1921年5月の試験問題は何故か「funds」用語に代えて「resOurces」用語を使用した。そし

て，1922年5月の試験問題は「funds」用語や「resources」用語を使用しなかった。このような一
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連の問題に対し，非公式な解答を作成した「Students’Department」の担当者であったワルトンと

フイニーは一貫して「funds」用語を使用し，「資金運用計算書」を作成した。この「Students’

Department」の担当者の一貫した態度に影響され，ついに1922年！1月の試験問題から，「資金運用

計算書」と題する計算書の作成問題が出題されるようになった1直〕。けだし，「Students’Depart－

ment」には，その解答が担当者の個人的見解であると付記されているとはいえ17〕，次のように，

それは「ジャーナル・オブ・アカウンタンシー」の社会的権威に支えられていた。「この読者であ

る会計学徒や研究者はまさしくその解答が公式なものであってその解答通りである，と信じて疑わ

なかつた。」1呂〕

　ところが，「funds」用語が何を意味するのカ・？　ということが問題になってくる。けだし，フイ

ニーが！92ユ年の解答においてなんらの説明もなしに「resources」用語を「funds」用語に変更した

ことは，ペイトン・スティブンソンのように，二つの用語が同義語であることを示唆しているのか

も知れない1雪〕。しかし，コール（「reSOurCeS」）とペイトン・スティブンソン（「fundS」）の問には

同一の構造である資金計算書という判断基準が存在していた。これに対し，試験問題と解答との問

にはそのような基準が存在していないのである。

4　ベネット（G．E．Belm鮒，1922年）による「resour㏄s」用語と「資源と

それらの運刷こ関する計算書」の選好

　資金計算書を史的に考察する場合，！921年もまた特筆すべき年である。けだし，前考したよう

に，「資金」を表現するために，一方では，コールが「resOurces」用語から「va1ues」用語に変更

し，他方では，AICPAの試験問題が「resources」用語を使用したのに対し，「ジャーナル・オブ

・アカウンタンシー」誌上の「Students’Department」の非公式といえども社会的効果を有した

解答（フイニー）は「funds」用語を使用した。特に「resources」用語と「funds」用語との関係

が問題となってきた。

　このような状況にあって，ベネット（G．E．Bennett）はユ922年に著わしたr上級会計学」〃一

ωκ〃んω〃〃脇＆ユ922における投資家のための財務諸表分析を試みるに際し，三つの資金計算書

を作成した。最初の計算書はコールの「Where－gOt・Where－gene表」と類似の構造であり，二番目

のものは流動資産Current　aSSetSの純増加額が「資金の運用」欄に独立掲言己された構造である。そ

して，最後のものは運転資本の純増加額が「資金の連用」欄に独立掲記された1921年の「Students’

Department」の非公式な解答と同じ構造のものである20㌧

　かれは，これら三種類の資金計算書は「資金カκゐ連用計算書」（非公式な解答の表題）あるい

は「資源欄o〃伽とそれらの運用に関する計算書」（1921年の試験問題の表題）他21〕と呼ばれる

と指摘し，さらに後者の表題の方が前者の「fmds」用語を含む表題よりも資金計算書の内容を適

切に表現すると主張した22〕。しかし，かれはその理山を明確にしなかった。推察するに，かれは

「funds」用語が減債基金sinki㎎fund等にみられるその一般的使用法との関係から現金と混同し
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やすいことを認識し23〕，その混同を避けようとした，という点にその理由を求めることができる。

けだし，かれは次のように注意する。「資金計算書の作成方法は現金収支計算書のそれと同じでは

ない。資金計算書には，現金を受け取らなかった項目や現金で支払われなかった項目が掲言己され

る。」24〕

　以上のように，ベネットは「resources」用語と「funds」用語とを同義語に取り扱いながら，

「funds」用語の内容はその一般的使用法との関係から不りj確であるとの瑚由でもって，「資金」を

表現するためには，「resources」用語が適切であると主張した。この主張は「funds」用語の使用

に対する一種の警告である。

　ところが，1921年の問題に対し，非公式な解答を作成したフイニーは「ジャーナル・オブ・アカ

ゥンタンシー」1923年12月号の「Students’Department」にユ921年の解答に対する角牟説を発表し

た25〕。その際，かれは資金計算書が財務流動性の分析に資することを明確にし，ワーク・シートに

よる作成法を説明したにすぎなかった。ところが，かれは同年に著わした『会計学原理』”加o伽2∫

o∫んσo〃加gユ923では次のように「funds」用語を「resources」用語と同義語に取り扱かってい

ることを明確にしている。「資金連用計算書statement　of　app1ication　ofカ”sはいかに……

閉o㈹召Sが創造され，いかにそれらが使用されたか（表示する……中村）。」26〕

5　1925年のエスケレ（1914年一1925年）27）とフィニー（1921年一1925年）28）

との論争

1914年に著わした『会計理論』助ψ肋∂τ加oびo∫んω〃κな1914のなかで1912年のニューヨー

ク州の試験問題を非公式に解答するに際し，「資金」を表現するために「reSOurCeS」用語を使用

し，r資源とそれらの運用に関する計算書」という表題の資金計算書を作成したエスケレは，．前述

した「Students’Department」の社会的効果を懸念し，次のように1921年の非公式な解答を批判

した。

　「Students’Departmentの担当者（フイニー・・…・中村）は“funds”用語を使用した。しか

し，かれは，この用語の内容が現金なのか資産資金なのか，どちらとも明確にしなかった。

一方では，剣造されたカ〃ゐが資産の購入や配当金に迎用されていることから，現金が問題

になっている。他方では，それが運転資本の増加に運用されていることから，資産資金が問題

になっている。」2帥

　つまり，エスケレは試験問題（「resources」）を支持する立場から，「fmds」用語の内容が資産

資金なのか現金資金なのか暖昧であると批判した。その主たる原因は，前言己したベネットと同様

に「fmds」用語と現金との関係にあることはもとより，加えて，正味運転資本が独立掲言己される

形式がエスケレに対し「funds」用語の資産的意味を印象づけることになった，という点にある。
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フイニーはこのようなエスケレによる批判を重視し，次のように応答した。

　「〃”∫は現金の意味に誤解されやすい。仮にカ〃ゐが現金の意味であるならば，計算書は

現金収支計算書と呼ばれたであろう。力后∫ら由金貞久あもあも合む二の理由から，閉o〃伽の

方がカ”∫よりも好ましい。」㈹（傍点注・一…・中村）

　つまり，かれは1923年に著わしたr会計学原理』に明示したように「funds」用語と「resources」

用語とを同義語に取り扱っていることを示唆し，さらに「資金」と「現金」との混同を避けるた

め，「funds」用語を否定することなく「resources」用語の明瞭性を支持した。しかし，その卿寮

性は，「資金」と「現金」とを区別するという観点から，相対的なものであって絶対的なものでは

ない。けだし，かれは「reSOurCeS」用語の内容を明確にしていないことから，前記した引用文巾

の「fundsは現金以外のものも合む」とあるが，「funds」が現金以外に何を含むか不明確だから

である。

　さてフイニーは，エスケレの批判に対し，「funds」用語は「resources」用語と同義語に取り扱

っていると応答した一のち，引き続き，エスケレによる「reSourCeS」用語の内容を批判した。

　エスケレが1925年に作成した資金計算書は19ユ4年のものとは表題こそ「資源とそれらの連用に関

する計算書」ということで同じであるが，副題と構造は異なるもめである。1914年の計算書では，

資金の源泉は「Resources　obtained　thro㎎h」と呼ばれ，資金の運用はrResources　app1ied　to」と

呼ばれた。そして，その構造は貸借均衡式（資金の源泉＝資金の迦用）で表わすことができる且D。

これに対し，1925年の計算書では，資金の源泉は「富の減少」（Decrease　of　COrporate　Wea1th）

と呼ばれ，資金の運用は「富の増加」（Increase　of　Corporate　Wea1th）と呼ばれる。そして，そ

の檎造は残高式（富の増加一富の減少＝富の純増加）で表わすことができる32〕。

　したがって，フイニーはヱスケレの「resources」用語の内容を「wea1th」であると理解した。

さらに計算書の構造式およびエスケレの「wea1th　の正味増加額は・…・・剰余金の正味増加額で測定

される。」捌という文言から，かれは「wea1th」用語の内容を正味財産net　worthであると理解

し，次のように批判した。

　r会社は資産を他の資産と交換したり，掛で設備を購入したりすることはありえないのだろ

うか。どの場合でも，会社の富あるいは正味財産が増加するとは言えない。しかし，このよう

うに提示されている計算書の鵯原理’’の適用は，会社が贈与として固定資産を受け取った場合

には大変に有益なのかも知れない。」34〕

　つまり，かれは正味財産の変動の多くは簿言己上の交換取引ではなく損益取引において生じるので

あるから，資金計算書に掲記されている多くの項目は正味財産の変動に関係がないと批判した。

　エスケレはこのようなフイニーの批判に対しなんら応答しなかった。したがって，エスケレが
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「wealth」を正味財産と理解していたのかどうか明らかではない。しかし，エスケレの1914年の著

書における｝当期純利益の資本主勘定への振替”に関する次の説明から，かれの「wealth」用語の

内容は正昧財産である，と判断することができる。

　「資本主が期首に投資した価値の純増加額を期末に資本主勘定に貸記することは，資産の増加

と負債の減少の総計を資本主勘定に貸記し，資産の減少と負債の増加の総計を資本主勘定に借記

することと同じ意味である。」35〕

　しかし，フイニーが批判するように，エスケレの資金計算書がなんら意味をなさないというので

はなく，それは当初の日的茗oであった当期純利益の実現を証明しようとする一種の資本（正味資

産）変動表3ηと理解することができる。

6　エスケレとフィニーに対する，ハンフリー（F．I・．Ihm凶1ey），バートレイ

　（G岬B肚t1ey）およびフリーマン（C・E・趾㏄ma皿）の論評（1925年）

　前考したように，エスケレの批判に対し，まずフイニーは「力”∫は現金以外のものも合む一・・」

と応答し，その資産性を主張した。フイニーに対し，「funds」用語の現金性を強調したのはハンフ

リニであった。ハンフリーは「肌ろs土8〆∫W伽〃〃刎〃o吻α11）｛棚o伽ブツ」を参照し，次のように

「funds」用言吾を説明した。

　「カ”の第一の意味は現金，有効な討戊梅いいかえれば割引可能な受取手形および市場性あ

る有価証券である。第二の意味はカ”の範囲が売掛金と棚卸資産まで拡大される。しかし，

金銭的pecuniaryという条件は看過されてはならない。」3呂〕（傍点注……中村）

　つまり，ハンフリーによれば，「fund」の第一の意昧は当座資産であり，第二の意味は運転資産

である。しかし，かれ臼身がどちらの意味に同意するかは明らかにしなかった。ただ試験問題を解

答するに際し，かれは「財務変動」という計算書を作成した。それはエスケレのものとは異なった

形式の資木（正；味資産）変動表である㈹。また，前記したかれのrfund」用語の理解はr資金」を

表現するための「funds」用語と現金とを明確に結びつける端緒となったω。

　さらにフイニーは「funds」用語と「fesources」用語とが同義語であると主張した。ところが，

バートレイは次のように両用語の関係を説明した。

「計算書は閉0舳召Sと力ηゐとが同義語でないとの考えのもとに作成されている。閉o〃㈱

は固定資産への投資，仙の長期的投資および運転資本をも恵味する，と確信する。仮にこの考

えが妥当であれば，株主持分は企業の正味資産κεf燗o〃伽S・であ乱
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　この場合，閉0〃κθ∫は企業に流入せる新しいルκゐとそれらの運用によって影響されるだ

けでなく，当期のカ〃ゐには影響しない減価償却，増価およびその他の見越項目accrua1sに

よる投資の増加と減少を反映せるいわゆる帳簿上の取引によっても影響される。」41〕

　つまり，バートレイは「resources」用語と「funds」用語とは同義語ではなく「resources」用

語は総資産であると狸解する。しかし，かれは「funds」用語の内容を明確にしなかった。そして，

かれは「資源とそれらの迦用に関する計算書」を作成するためのワーク・シートだけを表示し

た42〕。そこでは，フイニーの「資金逃用計算書」と全く同じ内容を示す「funds」の迦用欄と源泉

欄とが設けられ，加えて「resources」の増加欄と滅少欄が設けられ，「funds」の迦用額は「re－

SourCeS」の増加欄に移言己されている。そして，かれはr株主持分〃8けθ∫o〃㈱の正味増加額」を

「株主持分の増加によって訂閉されたγθ∫0〃κθSの埴加額」という項目で「reSourCeS」の減少欄に

記入し，増加欄と減少欄を均衡表示させている。したがって，かれの計算書はエスケレと類似の形

態をした資本（正味資産）変動表だと理解することができる43）。

　最後にフリーマンは，計算書の目的が（1〕当期純利益はどのように連用されたのか，12圧味資産は

どのような影響を受けたのかを表示することにあると指摘し，フイニーとエスケレの計算書はこれ

ら二つの要求に答えることはできないと批判した。そして，それらに代る計算書として，かれは正

味資産の純増加額と企業内に留保される乗1」余金増加額とが一致せる構造の計算書を作成した44〕。反

面，かれは用語に関して特別な言及をしなかった。

　以上のように，フイニーによれば，「funds」用語は現金ではなくresourcesである。しかし，

reSOurCeSが正味資産なのか総資産なのかさだかではない。ただ計算書の構造から推察すれば，そ

れは総資産である蝸〕。しかし，ハンフリーによれば，「funds」用語は現金的な性質のものであり，

当座資産か迦転資産である。他方，エスケレとバートレイ　（およびフリーマン）によれば，「re－

SOurCeS」用語は正味資産（あるいは正味財産）と関連して使用されている。特にバートレイによ

れば，「resources」用語はrfmds」用語と同義言吾ではなく総資産である。しかし，かれの資金計

算書は正味資産を基礎に作成されている。つまり，かれらは「reSOurCeS」用語の一般的意味に従

い46〕，それを総資産と理解しながら，計算書の目的が当期純利益の実現あるいは正味資産の変動の

説明にあると理解し，計算書の構造を目的に合致させた。その結果，「reSourCeS」用語は不明確な

ものとなり，むしろ，それは正味賞産であると指摘せざるをえない状況となった。

　すなわち，論争および論評を通じ，「資金」を表現するための用語とその内容に関し，統一的な

狸解はなされなかった。むしろ，論争に至るまでの「resources」用語か「funds（あるいはfund，

reSourCeSと同義語）」用語かの二者択一の簡睨な問題から，論争では，その様相が一転した。

7　おわりに一論争（および論評）の現実的背景と歴史的意義

1910年以降，資産規模なかでも固定資産が著しく増大し（グラフ①），これに呼応し，営業報告
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書における流動性配列法の採用が普及していった（グラフ②）。このような事実は財務流動性が社

会的な関心事になっていったことを明示する。実際，商業興信所の調査によれば，1910年代後半の

法的破産の3分のユ以上の原因が「資本の欠乏」なかでも運転資本の欠乏が大部分の事例となって

現われている47〕。この事実はフイニーの流動性の分析に資する「資金運用計算書」やハンフリーに

よる「fmdS」用語の当座資産あるいは運転資産解釈に象微されている。

　さらに流動性の問魎は（1）税と（2）配当金の両現象に象微されるようになる。

　（1）1913年の憲法改正第16条によって初めて所得税（佃人所得税，法人所得税）が制定されて

以来4B〕の税率のアップ4ヨ〕，諸税の制定等によって，所得税は急速に増大していった。1900年には

関税の連邦収入に占める割合は41パ

ーセントであった。これに対し，ユ9

20年には，関税はわずか5パーセン

トを占めるにすぎない。反面，所得

税は60パーセントと大きな割合を占

めている5。〕。加えて，（2）配当金も

また年々増加していった（グラフ

③）。たとえば，「ユ919年には配当金

は多額にのぼり，現金配当は新言己

録」51〕であった，といわれている。

さらには，多数の会社が現金配当と

並んで増大せる剰余金の存在を根拠

に株式配当を行なうようになった，

といわれている；！〕。このような諸事

実は，エスケレやバートレイの当期

純利益の実現の説旦月あるいは正味資

産の変動分析に資する「資源および

それらの迎用に関する計算書」さら

にはフリーマンの剰余金の変動分析

に資する計算書に特に象徴されてい

る。

　以上のように，論争および論評の

現実的背景いいかえれば現実的意義

を考察したのであるが，加えて，そ

の資金計算書の歴史的意義は目的と

の関連で「資金」の内容を決定する

という，いわば実用的アプローチに

　　　　　　　　　　（資料I）
（注）

11〕製造工業の土地を合む固定資産の価額

12〕Amua1Reportにおける流動性配列法を採用した会杜

　数
13）合衆国歳入局への租税申告における配当として支払われ

　た利潤

（億ドル）

　300

　280

　260
　240　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60（イ意ドノレ）

　220一（ネ土）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　55

　200一ユ00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50

　180－90　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　45

　160－80　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40

　140＿70　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35

　120　■60　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30

　100　－50　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25

　　80－40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20

　　60－30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ5

　　40－20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10

　　20－lO

①

～

／

’

② ノ

■

③／

’

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

’

／
’

’
’

1900　　　05　　　10　　　　15　　　20　　　25　　　30

（出所）

11〕と13）：『アメリカ資本主義の趨勢」高橋正雄他　有斐閣，

　昭和27年32－33頁，68－69頁より。なお原数値の1千万

　単位で四捨五入してい孔
（2）1W．Huizingh，“Working　Capita工C1assification　in

　Balance　Sheets．1963，（Dissertation　for　the　Degree

　Doctor　of　the　Mchigan　Uniマersity），における実態調

　査より作成。
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よる資金計算書の作成を啓発したことである。けだし，論争の発端はエスケレによる「ジャーナル

　　オブ・アカウンタンシー」誌上の「Students’Department」の担当者・フイニーの「funds」

用言吾の使用を批判したことにあった。しかし，その批判の背景には，1921年5月の試験問題が「資

源とそれらの迦一川に閑する計算書」の目的を呪言己せずただその作成を求めたことに対し，フイニー

は計算＝よ1＝の目的を流動性の変動の説閉に求め，エスケレは当期純利益の実現の’説明に求めた，とい

う目的の柵違が存在している。

…主
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　　±α岬，Tuneユ97L　pp．69－72．なお詳細は拙稿　rAPB意．見書第ユ9号の資金計算書の考察」『阪南論集』第

　　11巻第5号を参照のこと。
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　　　と呼び・資金の遡用を「Expenditures：for　what　purpose　incurred」と呼んだ。そして，かれは「’’支
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　　文献上，最初にfunds用語を使用したといわれている。特に冨■／題において，．資金の源泉を「Sources　of

　　Funds」とI1乎び，資金の逝用を「Purposes　of　Expenditures」と呼んだ。なお，グリーンとミッチェルの

　　詳細については，次の論文を参照すること。倉田三郎　「グリーンとミッチェルの資金計算．書」『産業経理」

　　昭不1r52イ「ユ2一」　74一・79ぺ一ジo

11）Co1e・W・M・・丁肋肋〃α舳〃α1s　oグん60伽肋g，New　York，etc．，1921，P．349．

12）　Ibid、，P．8．

13）Wa1ton・Seymour・ed一・“Answer　to　Question4of　Institute　Examinations”．（Students・Depaftment），

　　．1・舳αlo∫ん・o吻1α岬，March1920，PP．22！－231．

14）　Finney・H・A”ed”“Answer　to　Question2of　Institute　Examinations”，（Students・Depaftment），

　　∫o〃γηα1o∫■4c60〃η加ηcツ，Julyユ921，pp．64－67．
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15）　Fimey・H・A・・ed・・“Answer　to　Question5of　Institute　Examination”，（Students’Depaftment），

　　∫o刎物α1oグλoco伽まα舳ツ，August1922，pp．132－145．
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　　1922．pp．406－407．
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